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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月11日(2013.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
治療有効量の細胞を含む注入組成物であって、該細胞の一部分がＴ細胞であり、該Ｔ細胞
の少なくとも一部分は、架橋の際に活性化シグナルを送達する架橋されたＣＤ３／ＣＤ２
８細胞表面成分を含み、該架橋されたＴ細胞は、非経口注入に適切な媒体中に懸濁され、
そして適切な容器にパッケージングされる、組成物。
【請求項２】
前記容器が、折り畳み可能であり、可撓性材料からなる対向する壁、および該容器から突
き出た可撓性チューブを備える、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
前記容器がシリンジである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
治療有効量の細胞を含む注入組成物を調製するための方法であって、該細胞の一部分がＴ
細胞であり、該方法は、
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　該Ｔ細胞のＣＤ３／ＣＤ２８細胞表面成分を架橋して活性化シグナルを送達する工程；
　架橋されたＴ細胞を、注入のために適切な媒体中に懸濁して懸濁物を生じさせる工程；
および
　適切な容器中に該懸濁物をパッケージングする工程；
を包含する、方法。
【請求項５】
前記容器が、シリンジまたはＩＶ注入バッグである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
前記容器が、折り畳み可能である、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
前記容器が、可撓性材料からなる対向する壁および出口チューブを備える、請求項６に記
載の方法。
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